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第7講 「アクティブ・ラーニングとICTの活用」
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「アクティブ・ラーニングとICTの活用」

【学習到達目標】

1. アクティブ・ラーニングについて具体例を挙げて説明で
きる．

2. アクティブ・ラーニングとICTの活用について説明できる．

3. J･B･キャロルの学校学習の時間モデルついて説明で
きる．

【目 的】

次期学習指導要領におけるアクティブ・ラー
ニングとICTの活用について理解する。
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「アクティブ・ラーニング」



キャロルの学校学習の時間モデル

学習率 ＝

学習に費やされた時間
Time Spent

学習に必要な時間
Time Needed



キャロルの学校学習の時間モデル

学習率 ＝

学習機会×学習持続力

課題への適性×授業の質
×授業理解力
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課 題

(1)アクティブ・ラーニングを授業の中に定着する
ためには，どのようなICT環境が必要かグループで
協議しなさい．

(2) J･B･キャロル（Carroll）が1963年に提唱し
た学校学習の時間モデルにおいて，学習率を高める
にはどのような授業改善が必要かグループで協議し
なさい．


